
「ページをめくる、自分をつくる」  

          （7 月/一般壁面展示） 

「著作権について学ぼう」（7 月/正面展示） 

「お酒の文化と歴史」 （7 月/歴史展示） 
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自由研究や工作、読書感想文など、 

夏休みの宿題に役立つ本を展示します。 

 

 

図書館に来館せずに読書が楽しめる 

電子書籍を利用してみませんか？ 

図書館のカードをお持ちの方なら 

パソコンやスマートフォン・タブレットを

使って読書を楽しむことができます。 

 詳しくは HP・チラシをご覧ください 

「にしお電子図書館」HP 

https://web.d-library.jp/nishio ※パスワードは、西尾市立図書館 HP 

から取得できます。 

 
※雑誌の最新号は図書館内のみ利用可能です 

 
ぜひ使ってみてください！ 

たとえば旅先でも・・ 

タイトルが増えて・・ 

5 月 25 日、講師に石川雅春氏を迎え、

『気楽に読み味わう入門講座・茨木の

り子』を開催しました。生誕 100 年を

目前に控え、再注目を集める茨木のり

子の詩を、行間を読み深く味わえるよ

う解説をしていただきました。参加者

からは「機会があればまたぜひ参加し

たい」など、たくさんのお声をいただ

きました。 

 

 5 月下旬の３日間、市内の中学

生が職場体験のため来館。カウ

ンター業務や返本、ブックカバ

ーかけなどさまざまな仕事を体

験しました。最終日はおすすめ

本の展示コーナー作りに挑戦。

選書から POP 作成まで、生徒

のみなさんだけで設えました。

６月中は展示していますので、

ぜひ見に来てくださいね。 
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タイトル 著者名  

立ち読みの歴史 小林昌樹/著 S024/ｺﾊﾞ 

徳川将軍の側近たち 福留真紀/著 S210.5/ﾌｸ 

<ていねいな暮らし>の系譜

花森安治とあこがれの社会史 
佐藤八寿子/著 590.2/ｻﾄ 

1 年中冷蔵庫にあるとうれし

い くちどけ最高スイーツ 
柳谷みのり/著 596.6/ﾔﾅ 

NO.6 再会 #1 あさのあつこ/著 Y913.6/ｱｻ 

銀の海 金の大地 ５ 氷室冴子/著 B913.6/ﾋﾑ 

星になっても 岩内章太郎/著 914.6/ｲﾜ 

花粉はつらいよ 岩井圭也/編 914.6/ｶﾌ 

 

黒田基樹／著  

KADOKAWA  (288/ｸﾛ) 

宇山佳佑／著  

集英社（913.6/ｳﾔ） 

 

消えたモナ・リザ 

風読みの彼女 

ニコラス・デイ／作 

千葉茂樹／訳 

小学館  (Y720/ﾃﾞｲ) 

羽柴秀吉とその一族 
秀吉の出自から秀長の家族まで 

おはなし

キラキラ 

おはなし

くるりん 

よみき 

かせ会 

土曜 

おはなし会 

読書の日 

「モナ・リザ」は 1911 年にル

ーブル美術館から盗まれるま

で、それほど重要な扱いを受け

ていなかったのをご存じです

か。今では誰もが知っている名

画にまつわる事件を、ミステリ

ー仕立てで描いた一冊です。 

羽柴（豊臣）秀吉の父親の職

は？弟・秀長の妻子はどのよ

うな人物だったのか？羽柴

一族や親族の情報を、来年の

大河ドラマ「豊臣兄弟！」の

時代考証者が、史料を基に徹

底検証しています。 

「ガラス雑貨専門店・風読堂」

の店主・風架が持つ特殊な力。

それは「風の記憶」を読むこ

と。彼女の力を頼って来店する

依頼主の願いを叶えるため、ア

シスタントの帆高は風架ととも

に奔走する。爽やかな風を体験

できるファンタジー小説です。 

スタッフの推し本！ 

 

 

６人集まれば 
何かが 
起こる… 

ミステリー小説には何故だか訳ありの６人の人物が登場します。５人でも 7人でもなく６人なのです…。 

あなたの仲良しグループは何人ですか？6人だったら要注意！！ 

インドの裏社会に生きる6人の容疑者。 

ひとりひとりのエピソードを１冊の小説に 

してもいいと思うほど、魅力的に描かれているので 

上・下巻あっという間に読めちゃいますよ！ 

 

やまのめの六人 六人の噓つきな大学生 

浅倉秋成／著 

KADOKAWA （913.6/ｱ） 

 

ヴィカース・スワループ／著 子安亜弥／訳 

武田ランダムハウスジャパン （933/ｽﾜ） 

 

6人の容疑者 上・下 

自殺プロデュース 

山田悠介／著 

幻冬舎 （913.6/ﾔﾏ） 

 

原浩／著 

KADOKAWA （913.6/ﾊﾗ） 

 

読書の日 


